
様式第1号（第２条関係）

9 年 5 月 7 日

（表）

奨　　　　学　　　　生　　　　願　　　　書

自宅 郵便番号 886 － 0004 奨学金

下宿 の額

学寮 返済

生年月日 平成 方法

氏　　　　　　名 続　　柄 年　　齢 年　収　見　込　額 勤務先又は在学学校名

小林　太郎 本　　人 15 0 円 ○○○○高等学校

小林　一郎 父 44 2,500,000 円 株式会社0000

小林　花子 母 43 800,000 円 ＊＊＊＊

の 小林　次郎 弟 13 0 円 △△△中学校

円

円

円

円

人

(

電話番号 ** － ****

人 電話番号 ** － ****

志
住　所

円

小林市細野□□□番地

願 年
ふりがな こばやし　　　たろう 期間

氏　名
者

小　林　　太　郎 償還

在 進 公立 学 部 年制3
○○○○高等 普通学 学 私立 学校 科 学年1

学
予 区分 １．大学 ２．高等専門学校 ３．専修（門）学校 ４．高等学校

校
定名

学又

は 校 郵便番号 － 電話番号 （市外　****　　）　**　－　****886 0004

以 奨

前 学

借 金

受 の

け 状

た 況

家

庭

状

況

連 (

氏　名
小　林　　一　郎 志願者との

父帯 保
関　　　係昭和 43 年 6 月 5 日 生

保 護

住　所
小林市 細野□□□ 番地証 者

連

氏　名
小　林　　次　男 志願者との

叔父帯
関　　　係昭和 46 年 11 月 22 日 生

保

住　所
小林市 細野□□□ 番地 □証

学　校

住　所
小林市細野３００番地

学校名

奨学金

の名称

期　間

自 年 月 貸　与

至 年 月 総金額 円

記入例



以上のとおり、記載事項に相違ありませんので、小林市奨学金貸与条例に基づく奨学生に

採用していただきたくお願いします。

採用の上は、小林市奨学金貸与条例及び小林市奨学金貸与条例施行規則に従い、志願者と

連帯して責任を負うことを誓約いたします。

小林市細野□□□番地

小　林　　太　郎

小林市細野□□□番地

小　林　　一　郎

小林市細野□□□番地□

小　林　　次　男

注意事項

連帯保証人は、本市に住所を有する者で、うち1人は志願者の保護者であること。

（裏）

年 月 日

住　所

氏　名 ㊞

連帯保証人 住　所

（保護者） 氏　名 ㊞

住　所

氏　名 ㊞

小 林 市 教 育 委 員 会 様

奨

学

生

を

希

望

す

る

理

由

志　願　者

連帯保証人

※奨学生を希望する理由を

具体的に記入。

記入例



様式第２号（第２条関係）

※ 決定番号

※ 受付番号

（表）

奨　　　学　　　生　　　推　　　薦　　　調　　　書

現在学 部

学校名 科

現　在　学　学　校　成　績 前　在　学　学　校　成　績 学力所見

学年 校名

教科 年 年 年 学年

教科 年 年 年

人物所見

家庭状況所見

※ 備　考

氏　名 小林　太郎 △△△中学校 3 年

成績概評 成績概評

※全て前在学校が記入。

【新高校生の場合は、卒業した
（する）中学校が記入。】

記入例



表記の者は、成績良好、品行方正で貴市奨学生として適当と認め推薦いたします。

成績は、最近２箇年以上のものを記入のこと。

成績概評は、上の上、上の中などの評定又は何人中何番と記入のこと。

家庭状況は、生計事情を知る参考となることを記入のこと。

※印は記入しないこと。

（裏）

年 月 日

学校長 印

小 林 市 教 育 委 員 会 様

（１）

（２）

（３）

（４）

注

意

記入例


